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くOR の潮流〉

ソ連の o R 

1.はじめに

1971 年~ 1975 年は，第九次ソ連国民経済発展五

ヶ年計画の期 である.この計画での主要課題の一

つは「全力をあげ℃，基礎科学と応用科学の研究の

発展をはかり，その成果をもっとはやく国民経済に

導入すること」であり，これに関係してこの計画で

保証しなければならないことの一つは， r数学的方

法主電算技術をもっとひろ〈国民経済に適用し生

産工程をオートメーション化し管理を改善するため

に，理論数学，応用数学，サイパネチックスの諸問

題の研究をさらにつづけることであるとしている

[N-1JO. 

このことが背景となって，西側でいう OR をも含

むこれらの分野の研究はいっそう盛んに進められ，

OR に関する書物，論文が多く出版されるようにな

った.OR に属するテーマの研究は，経済学(経済一

数学的方法)に関する研究機関，工学，数学，サイ

パネチックス関係の研究機関で行なわれ，その数は

おそらく 1 ， 000 個にも近いものと思われる(経済一

数学的方法の研究の行なわれている機関は 500 以上

ある [N-2J). ソ連においては，この分野における

術語も統一されておらず，ますます新しい応用分野

が開拓されている現状であって，ソ連の OR 全般

について述べることは，はなはだ困難である.

民 OR 研究の推進の一つの中心となっているのは，

科学アカデミ一計算センターのマイジェーフ (H.

H. MOHceeB) とゲルメイエル (10. B. repMe Ïlep，モ

スクワ大学の教授でもある)が指導するグループで

ある(同センターには， IFORS 参加協会， Technical 

Comittee on Operations Research が置かれている).

最近，このマイジェーフがウシャコフ (M. A. 

Yma IlOB，信頼性理論の研究者)とともに，ソ連にお

ける OR の意義，歴史，現状について，論文「ソ連

における OR の業績J [N -3 ]を発表した.この論
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文は， OR 全般について述べているが，文献の引用

は 1 点(レーニンの手紙)しかなされていない. し

かしこの論文は，ソ連における OR の全ぼう，主

要な成果を知り，ソ連における OR 観を知る上に

需要たものと思われるので，本稿では筆者の知る範

閲で文献の明示を行ない，簡単な補足解説を行なL 、

ながら，この論文を中心にして，ソ連の OR を眺め

ることにする.

この論文は， マイジェーフ， ゲノレメイエノレが中心

となって開発した OR の方法論が背景となってい

る.それについては，イジ z ーフが編集するシリ

ーズ「最適化主オベレーションズ・リサーチJ ([皿

-lJ~[ill-9]) の 1 冊，ゲルメイエル著『オベレ

ーションズ・リサーチ理論入門，Hill-4] に詳細に述

べられている なお，本誌前号の文献抄録の欄に，

そのあらま L について述べておいた.

ここで，オベレーションズ・リサーチに対応する

ロシア語について述べておこう.それは，アメリカで

出版された OR 書からの翻訳であって， MccJIe且OBa.

HHe Orrepa Il，H企(イススレダバーニェ・オペラチー，

オベレーションの研究)である. ときに， これとほ

ぼ同じ意味で TeopHJI Orrepa Il,HÏI (オベレーションの

理論)， TeopHJI MCCJIe ll,OBaHHJI Orrepa Il，H量(オベレー

ションズ・リサーチ理論)も使われることがある.

ここでは，前者の言葉の略語として， OR を用い，

ときに後者の 2 諾の日本語訳を論文 [N-3 ]に従

って用いることにする

なおこれからの記述は，上記論文の要旨(単なる

翻訳ではなし、)を直接話法の形式で，本稿の筆者の

記述と併行させる形で行なうが，必要があれば， 1~ 

者の記述の部分に括弧く 〉をつけることにする.

2. OR の定義，ソ連におけるその意義と歴史

roR とは，人間の行動のあらゆる分野における

意思決定の科学であって，確定した目的を達成する

ために必要な行動方法の研究で、あり，それらのうち

で最大の効果を保証する手段を選択することであ

る」と定義している.くこの定義は， ソ連において
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も広義な定義であって， r経済一数学的方法J (後述)

における「意思決定の理論J (T~OpHJI npHH且THJI Peｭ

meHHJI) と同じものである・そこでは， OR はもっ

と狭義なものとされている.なお，入門書，教科書

(たとえば， [N-4J , [N-5]) にも広義な上述の

定義が使われている).

複雑な状況で決定を行なう場合には，とくに OR

が重要であり，この科学が呆たす役割は，ソ速にお

いてはとくに大きい.社会主義国の統一的経済機構

の管理は複雑であるので，ソ速ができたその日か

ら，今日の OR が基礎としている方法，アブロー

チを形づくり，広く利用することが必要とされてい

た.その証拠として， レーニン (B. ll. lleHHH) が

当時のロシア電化国家委員会議長に宛てた， 1920 年

3 月 14 日付の手紙をあげることができるくその一

部の引用がある〉・そこには，今日の OR の方法論

と概念の基礎となる基本的要素のすべて，とくに，

複数指標による効呆の評価，単一(効呆判定)基準

への統合，段階を追った解析の必要性が指摘されて

いる.

こうして， OR の考え，採択した決定の評悩の基

従づけの方法が，ソ連に生まれたのは 1920 年であ

る.これを根拠づけるためには，上述のもの以外に

も多数あげることができる.

OH. は数学の分科ではないが，数学の呆たす役割

は，非常に大きい.ソ速における OR の発展の特

徴には，数学と現実問題との関係を重視する，チ且

ピシ品ブ (11. JI. 司自白皿eB) に始まるロシアの数学

の伝統が反映されている.

この伝統によって，西側でのように，数学者と工

学者との聞の深い断絶はなく，オベレーションの理

論くOR) の応用科学としての形成は第 1 級の数学

者と，数学の道具をもった応用科学の代表者が参加

することによってなされた.そのため， ソ速におけ

る OR の研究は，その最初から，高等な数学のそ

れとは違っており，隣接科学とも必要な関連をもっ

たものであって，この新しい科学の意義も広く理解

されることとなった.

オベレーションとは， tj 的の達成に向けられた行

動の集まりであって，その特別なものとして，他の

オベレーションの目的を明らかにするための行動の

集まりも含むものである・したがって， OR はシス

テム分析の基本問題をも扱い，複雑なシステムの研

究にも利用できるものである.オベレーションをこ

のような広い意味に解釈することによって，それ自

体を科学の一分科と見なせる多くの方向を一つに集

めて統合することができる.

目的をもっ行動のわずかなものが，なんらかの数

学の問題を解くことによって研究できるにすぎない

が，数学あるいはその分科での考えは，オベレーシ

ョンの理論に重要な役割を呆たすものである.

ソ連における OR の系統だった発展は，その方法，

概念によって一つにまとめることのできる三つの科

学の方向，関数，汎関数の極値を求める問題，制御

の質を考慮する問題，技術手段の効果を評価する問

題に闘する方向が生まれた 1930 年からであろう.

このように，ソ速には今日の OR の源泉がありな

がらも，効果理論に闘する情報が十分でなかったこ

ともあって，カーリン (S. Kar1 in)，エイコフ (A.

Ackoff) の本のようなアメリカて、出版されたすぐれ

た本によって， OR はソ述にない新しい科学とみな

され(その各称も英語から翻訳され)， ソ速におけ

る伝統が忘れられていた.くこの論文 [N-3J は，

今日では OR 理論に含められている工学，数学の

分科として，最適化法，制御理論，技術効果の評価

の分野における研究，確率的方法をあげ，それらに

ついて，その基礎段階およびその発展結呆について

述べている.これらの分野の成果は， ソ速の OR の

形成の歴史的意義をもつだけでなく，注目すべきも

のが多くあるので，文献をつけて，この論文に従っ

て，さらに話を進めよう).

3. 最適化法

1930 年代末，数学者カントロピッチ (JI. B. KaHｭ

TOpOB別)とガプリン (M. K. raBYPHH) は，今日の

線形計画法の基礎に相当する数学の問題を，ある実

現の問題を解こうとして，研究した [N-6J くなお，

カントロピッチは，最近この分野での入門書 [N-

7J を著した).

戦争中は，この国での新しい理論的研究もこの方

法を用いて実際的な問題を解くこともなされなかっ

た. ところが，戦後， '30 年代末から '40 年代の初

めにかげて事情はすっかり変わり，カントロピッチ

の考えと方法は強)Jな支持を得て，発展させられる

ようい午った.新しい問題は，まず第一に，経済学

の国で生じた すぐれたソ連の経済学者ノボシロプ

(B. B. HOBO耳目JIOB) と不ムチーノフ (B. C. HeM干

HHOB) との協力によって， カントロピッチは「最適

正1 画法」の概念を創り出した.これは，社会主義国

家の経済計画の原理を発展させる上に大きな役割を

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



40 坂本実

果たした.この最適計画法の発展は， OR 理論のい

っそうの発展に対する重要な刺激のーっとなった.

〈ソ連の経済における，この役割等については，た

とえば[lV-8J によって知ることができる.なお，

ネムチーノフは後に，最適計画法をも含むいわゆ

る， r経済ー数学的方法J [lV- 9 J を体系づけ，現在，

理論，応用面で大きな発展を続けている>.

戦後，線形計画法はアメリカで再発見され，ただ

ちに実際面での問題を解くために広〈応用された.

このことは，ソ速における線形計画法そのものの研

究([lV -10J，より新しくは[lV-llJ ~ [lV -13J) , 

さらに最適化の非古典的問題の研究に対する刺激を

いっそう強いものにした.後者における研究は，今

日でも盛んに進められており，この面で貢献したソ

連の研究者はその名前をあげることができないほど

多いくこの分野における成果は， とくに，われわれ

にとっても関心の深いものであり，有益なものであ

ろう>.

まず最初にあげるべきこの面での第一の成果は，

ミリュチン (A. M. MHJlIOTHH) とヅボピツキー

(A. .H. ，l(yIíOB叫ltH量)の，非常に一般的な空間での

極値の必要条件を与える理論であろう[羽-14]. こ

れは，古典的変分法における極値の必要条件，ポン

トリャーギン (JI. C. IIoHTpllrHH) の最大値原理をも

導き出すことのできるきわめて一般的な理論であ

る. ソ速では， この論文の発表後，この面の多くの

研究がなされた その発展，解説を行なった書物に

は[皿-1 J , [lV -15J がある(し、ずれも，英語の翻

訳が出版されている).また，最大値原理の開発者

の 1 人であるボノレチャンスキー (B. r. BOJl TIIHC問責)

は，この理論の詳細な解説，発展，離散最適過程へ

の応用に関して[lV-16J を出版している.

また，確率的計画法の統一的概念の創造，微分不

可能関数の極値を求める方法，多次元問題の解析の

ための方法，解への収束を早める方法等の開発に闘

して多くの成果が得られた. これらのあるものはシ

リーズ[皿]に 1 冊の単行本として出版されたもの

もあるが，そのうちの 1 冊 [ill-5J に， これを含む

非古典的な最適化法における成果の解説と，原論文

の明示がなされているく個々についての紹介は略

す).

これらの業績は，一般理論としてのきわめて高い

水準と，数理計画法をうまく使うことおよびオベレ

ーションの理論の課題の意味を明瞭に理解するとい

った実用主義とを結合させるものであって，ソ連に

おけるオベレーショナリスト(オベレーシ g ンズ・

リサーチャー)のその後の運命に大きな影響を与え

ることとなっ fこ.

さらに，最適化問題に対する別のアプローチで，

OR にとってとくに意義のあるものに， ミハレピッ

チ (B. C. MHXaJleBHq) による， ワノレド (A. Wald) 

の逐次解析の考えに関連した成果がある[lV-17J ，

[~卜18]. 乙れは，“代替案の逐次解析"の詳細な手

順を作るための一般的スキームを与えるものであっ

て，そこから，ベルマン (R. Bellman) のダイナミ

ック・プログラ之ング，さらに，ずっと後に発表さ

れた分岐限定法をも導き出すことのできるものであ

る

この方法は，複数個の目的(効果益準)をもっ問

題にも拡張できる点で， OR の発展にすでに大きな

役割を演じてきている(しかし，目的関数に不確定

要因のある場合には，この方法だけでは不十分であ

って，たとえば，ゲームの理論にゆずるなど，他の

方法によらなければならなし、).

種々の整数値問題も， OR との関係で特別な意義

をもっ最適化の問題である これらの問題には，ヒ

ューリスチック・プログラミングの方法を用いざる

をえないものが多い.このとき，どのようなアルゴ

リズムが最も効率が良いかが問題になる.これらに

関係する研究の成果が，数理論理学者ヤプロンスキ

ー (c. B. H6J10HCltHM) ，リヤプノフ (0. B. JISIllHOB) , 

ジュラブレフ (10. ß. おypaBJIeB) たちによって得ら

れている. とくに，ヤブロンスキーによって闘発さ

れたテストの理論は，技術診断，パターン認識，エ

キスパートの予想処理の組織化などにも応用されて

いるくたとえば[lV-19J).

4. 制御理論

OR 理論の概念と方法が形成される上に役立つた

第二の分野である制御理論の研究を簡単に見ておこ

う 戦争前における，ソ連の制御理論の分野で，工

学者および数学者が技術装置の安定性の理論に関し

てすばらしい成果をあげたことは，周知のとおりで

ある.注意すべきことは，この古典的制御理論の奥

に， 50 年代に OR 理論の基本的道具が作り上げら

れる際に，決定的な影響を及ぼすことになる新しい

考えが起こったことである.それは， '30 年代末から

生じた制御の質の概念である こうして， OR 理論

に典型的な二つの問題，システムの多目的性(多基

準性)と制御の最適性の問題とが生じたわけである.
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'40 年代に多くの国で、ロケット工学が急速に発展

しはじめたことは，最適化の考えと道具の発展を大

いに推進した.

制御理論の現実の多くの問題は，古典的変分法で

は解けないこ主がわかった. 1946 年(戦争のため遅

れて)に，オホツィムスキー (λ E. OXOn;IIMCltll量)

が，オベレーションの理論の最も重要な方向の一つ

でゐる最適制御理論に属する独創的な論文をはじめ

て発表したくこれは，たとえば [ill-5J に紹介され

ている〉 その論文には，今日の命IJ御理論の言葉で

問題の定式化が行なわれ，独創的な解法が与えられ

ている これにつづいて，類似の研究が盛んに行な

われたが，統一的な定式化はなされず，解法も個々

の問題ごとに，特殊なものであった.

この一般的な定式化と解法は， '50 年代末に，ポ

ントリャーギンを中，じとするグループに土つてなさ

れ， I最大値原理J !::呼ぶ結果を発表し，世界中か

ら注目されること主なった. <わが国でも関連書物

の翻訳によって紹介されている).

これに近い分野，微分ゲームの理論の発展には，

F ラソフスキー (H. H. KpacoBc問責)の貢献が大き

い.くその 1970 年前までの成果は [ill-3J にある.

今もなお盛んに発展させられている).

こうして，最適化の問題は，経済学，工学におけ

る動的システムの分野の多くの研究者によって研究

されるようになった このことは， OR 理論の概念

と方法の面での理論的な発展と，その成果の実際面

への応用とにおいて重要な役割を果たした

最大値原理は，理論的にはユニパーザルで、はある

が，数値解法としては必じもユエパーザルではな

い.そのため，ソ連ではこの原理に茎づ〈方法主同

時に，置挟的方法が普及した.この面では，先に述

べた，非古典的な種々の最適化法が璽Eぎな役割を演

じた.なお，今日では最大値原理は経済学で盛んに

利用されているくこのことは，西側でも同じであろ

う〉

5. 技術手段の効果の評価

OR の思想，概念の形成に最も犬きな影響を与え

たのは，技術手段の効果の評価についてなされた研

究の成果である

この分野での最初の仕事は，数学者コルモゴロフ

(A. H. 民OJIMOropOB) による空中射撃の効果の評価

である.その成果と関連分野の成果は，たとえば

[JV-4J に詳しく解説されている.この仕事の内容

は，今日では非常に簡単なものではあるが，確率の

概念を用いて質的評価を行なった世界最初の仕事で

あること(何年も後に，アメリカで類似の研究がな

されたしオベレーションの理論に典型的な問題の

解法を定めたこ主，この面への数学的方法の適用が

有効であることを示した点で重要なものである.

この分野での輝かしい成功のため，厳密な数学的

方法に過大な期符がかけられることとなった. とこ

ろが，効果の評価にあたっては，多目的性，情報の

役割，不確定要因が重要な役割を果たし，特殊な前

提を設けるなどの，非形式的な数学的でない方法が

必要左されるようになった.

'40 年代後半におけるこのような状況は， OR 理

論にゲームの理論の考えを持ち込むようにしむけ

ることとなっ Tふ

ソ連におけるゲームの理論の発展はめざましくボ

ロピエプ (H. H. BopolÍbeB) を中心とするグループ

の古典的方向での発展と，ゲルメイエルを中心主す

るグループの， OR の具体的問題から出発し階層

システムの研究へと進んだ非古典的方向での発展と

がある

〈前者の成果は，一連の論文集 [JV-20J ~[JV -24J 

に発表さFれ，後者の成果は，主として雑誌[1-1J ，

[ 1 -2 J に発表されている.その一つの重要な論文

の抄録は本誌前号で行なったが，最も最近のもの

に， I利害の階層ベクトノレをもっゲームJ [JV-25J , 

「繰り返しゲームにおける協力解の弱安定性J [JV-

26J がある).

6. 確率的方法

OR の発展を述べる際に， ソ連における確率的方

法の発展を忘れるこ左はできない. この分野でも，

ロシアの確率論の伝統が生かされ，応用への関心と

一般理論への関心が有機的に統合されて，純粋に数

学的な立場から，多〈の応用上の問題が解かれた.

コノレモゴロフの公理論的確率論の確立(最近，有

名な著書『確率論の基礎』の第 2版が出版された)

はあまりにも有名なことである.

応用面では，コルモゴロフ，スミルノフ (H. B. 

CMllpHOB)，グネヂュンコ (B. B. rHe，ll，eHKo) によっ

て，今日の統計的意思決定論と呼ばれる分野での基

礎的な研究がなされた・

ヒンチン (A. 5I. XIIHQIlH) は，大衆サービス理論

(待ち行列理論)の調和のとれた厳密な数学的道具

を開発し，基本的な解析的結果をはじめて得た[JV
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27].この理論は '30 年から '50 年の聞に急速な発

展をとげ [N-28J，最近では， [N-29J が出版され

た.

'50 年代中頃に，効果の評価理論での最も重要な

方向の一つである信頼性の理論が確率論を背景とし

て生まれた目この分野の研究は OR では西側より

も遅れて始められたが，確率論のすばらしい伝統

と，第一級の数学者達の努力によって，この分野で

のソ連の研究は世界の最前端を進んでいるといえよ

う [N -30J , [N -31]. 

複雑なシステムの研究に関して重要な方向の一つ

は，電子計算機によるシミュレーションである.こ

の面での研究はクリモフ (r. TI. KJIHMOB) ，ブースレン

コ (H. TI. BYCJIeHlI:O)らによってなさオもている [N-

32]. 

7. 新しい問題

この 10 年間に(ソ速の) OR の発展の特徴に重

要な変化が生じ，重点がはっきりと移りはじめた.

その一つは，計算機がL 、かに発達したとしても，厳

密な数学的方法では比較的単純な問題しか解くこと

ができず，オベレーションの理論が応用科学として

発展できるか否かは，数学的・形式的な方法と人間

の頭脳の大きな能力を利用した非形式的な思考とを

いかにうまく結合されるかにかかっているという認

識によるものである.

この面で重要なのは専門家の判断の理論 (TeopH且

3KcnepTH3) である.最近の 10 年間には，この面の

研究が積極的に進められ， ソ連でもこの面の独自の

成果があげられている.

パスベロフ (r. C. TIocneJIOB) は，予算配分の問

題を研究していて，いわゆる決定行列の方法を提案

した.グルシコフ (B. M. rJIY皿KOB) は技術予測と

プロジェクトの評価のための専門家の判断を組織化

するための興味ある方法を提案している.これにつ

いては，たとえば， [N-33J で知ることができる.

さらに， ゲノレメイエノレは， OR の伝統的な考えに基

づいた，調整の可能性を条件とした，専門家の判断

を処理するための合理的な方法を提案しているくこ

れ，および，最初のものの内容は筆者は知らない

が，科学アカデミー計算センタ一報告のどれかに発

表されているであろう).

オベレーションの理論の発展とともに，扱う問題

が複雑になっただけでなく 1 個の問題の分析か

ら，システムおよび問題のシステムの分析へと質的

実

な変化が起こってきた. これに関係した業績として

は，大規模経済システムでの計画の問題に関しての

アガンベルギャン (A. r. AraH6eprJIH) の仕事[N

34J と，パスプロフによって開発された，システ

ム・プログラム計画法 [N -35J をあげなければな

らない.

こうして，オベレーションの理論は，本質的には

複雑なシステムの設計のための基本的な新しい技術

となった.現在は，ますます大規模なプロジェクト

が作られるようになったが， OR 理論は，それに参

加できるための方法論的基礎と道具を，十分ではな

いにしてもすでに持っている.このような，大規

模なプロジェクトの例には，日ソ協力が話題になっ

ている，西シベリアの開発，アゾブ海に流入する河

川の水資源の利用プロジェクトがある.く論文は，

それぞれについての問題点をあげているが，その推

進状況について述べていない).

非形式的方法を必要とし，大規模化したプロジェ

クトに対する OR 理論が提供できる十分一般的なア

プローチには，科学アカデミー計算センターで開発

した“擬似システム" (lIMHTau;HoHHble cHcTeMbI)が

ある

これは，最低つぎの四つの要素からなっていなけ

ればならない.

1) モデルのシステム(大規模プロジェクトでは

単一のモデルでは十分でなし、)

2) 専門家と手続(代替案を少なくするためのも

ので，擬似システムの生物的要素ともし北、うる) • 

3) 言語保証(専門家が計算機と対話するために

必要である) • 

4) オベレーチング・システム(擬似システム全

体の動作をコントロールするために必要である) • 

こうして， OR の発展の論理，実際的活動の要求

から， OR はますます複雑なシステムの設計の問題

を扱うようになった.そのため， OR 理論に純粋な

数学的問題が生じた.その一つは階層システムの問

題であり，多くの専門家が関心をもっているくたと

えば， [町一36]). そのほかに，最小(適量)情報の

問題とそれに密接な関係をもっ統合の問題がある.

〈本論文は， OR のソ連の研究の重要な貢献は，

オベレーシヲンズ・リサーチの理論の方法論と道具

が，複雑なシステムの解析に効果を発揮するこ主を

示したことであるとしている.く複雑なシステムの

理論は，サイパネチックスの主要なテーマのーっと

して，盛んに研究されていて，たとえば [N-37J が
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出版されている).

8. あとがき

文献の明示，解説も十分なものとはなりえなくな

るにもかかわらず，全般的な内容で， しかもソ連の

研究者自身の論文にそって述べたのは， ソ連の OR

について紹介がほとんどなされていないわが国の状

況を考えたからである.ここで見た，特定の分野の

潮流については別の機会にゆずることにする.

9. ソ連の OR に関する文献

いままでは，関係ある論文は，それについて解説

された，あるいはその出所の明示がなされている単

行本がある場合には，それを明示するにとどめた

ソ連の OR に関する文献を，つぎのように分類

して，まとめておこう

1 OR 関係の論文が多く発表される雑誌.

II OR 専門の論文集目

E そう書.

W 本文で引用した，単行本，論文.

I~mは，本文で引用しないものも含む.各分類

ごとに番号をつけ，論文が発表された雑誌が I にあ

る場合にはそこでの番号を使う.

なお，世界中の OR に関する書物，論文(本誌も

含む)を対象とする，抄録誌も出版されている.

Pe中epaTIIBHoii .iKy抑制 (KII6epHeTIlKa. CBOII，H凶

TOM) . BIIHIITII. 

I 雑誌

[ 1 J HaBecTII且 AKa且eM1I1I HayK CCCP TexHII田CKall

K1I6epHeTIIKa. 

[ 2 J .iKYPHaJI BbPIIICJIqTellbHOii MaTeMaTIIKII 11 Ma-

TeMaTllqeCKOiiφlI allKII. 

[ 3 J K1I6epHeTIIKa. 

[ 4 J ABTOMaTIlKa 11 TeJIeMeXaHIlKa. 

[ 5 J TeoplIlI BepolITHocTe量 11 e� JIp阻MeHeUlle.

[ 6 J 8KOHOMllKa 11 M乱TeMaTII明CKlle MeTO II,b!. 

11. 論文集

[ 1 J Hcc耳e ll， OBaHlle OJIepa~1I且 (MolI， eJIII ， CIICTeMb!, 

PeIIIeHIIII) , AKall， eMII耳 HaYK CCCP. Bb! ~IICJIII

TeJIbH b!貢 lleHTp. Bb!lIYCK 1, 1970. Bb!lIYCK 2, 
1971. Bb!lIYCK 3, 1972. 

[ 2 J HCCJIepOBaHlle OlI epa~1I量 11 CTaCTIICTllqeCKOe 

MO lI， eJIllpOB乱Hlle ， H3 11,aTeJIbCTBO JIeHIIHrpall,CKOrO 
YHIIBepCIITeTa Bb!CrrycK 1, 1972. Bb!lIYCK 2, 

1974. 

1.1972 , 2. 1973, 3. 1974. 

III. そう書

H. H. MOllceeB. (Pe ll,aKTop) , OrrTIIMllaa~1I1I1I HccJIeroｭ

BaHlle ûlIep問llii ， HaYKa. 1969~. 

[ 1 J .゚ H. IIIIIeHllq Il Hb!量， He06xolI,lIMb!e Y CIIOBIIII 

3KCTpeMYMa , 1969 , 
[ 2 J A. H. 1l!JI田B ， CTaTIICTllqeCKlle IIoclleJIoBaTeｭ

.IIbHb!ii AHall1l a. OlITIIMaJIbHb!e IIpaBllpa ﾛCTｭ

aUOBKII , 1969. 
[ 3 J H. H. KpacoBcKII員， HrpOBb!e 3a且aqll 0 BCTpeqe 

，n;B lIlIteHII量， 1970. 

[ 4 J IO. h , repMe量ep ， BBe ll,eUlle B TeoplIBl HccJIe-

1I,0BaUIIII OlIepa~lI ii ， 1971 

[5 J H. H. MOllceeB , qIlCJIeHUb!e MeTOII,b! B TeoplIlI 

OnTIIM乱JIbHb!X CllcTeM , 1971 
[6 J B.φ. ,n;eMblluoB , B. M. MaJIOaeMoB. BBe ll,eUlle 

ﾟ MIIHIIM乱KC ， 1972. 

[ 7 J A. H. IIPO lIOii , 8JIeMeHTb! TeoplIlI OlITIIMallbHb!X 

,n;IICKpeTHb!X IIpo~eccoB ， 1973. 

[ 8 J H. H. MOllceeB , 8I1eMeHTb! TeoplIlI OlITIIMaJIbｭ

Hb!X CllcTeM (予定). 

[ 9 J IO. M. EPMOJIbeB , MeTO II,b! CTOXaCTllqeCKOrO 

IIporp乱MMllpOBaHlI1I (予定). 

IV. 引用文献・論文
[ 1 J ソ連大使館広報課編訳，“ソ連共産党第 24 回

大会報告，決議，指令ヘ p.211，大月書店，
1971. 

[ 2 J 10. M. JIeTopoB , 8KOHOMIIKo-MaTeMaTII可eCKlle
MO lI,eJIII 11 MeTOII,b!, 8HaHlle , 1973 

[ 3 J H. H. MOllpe帥eB孔，目. A. Y阻aKOB払，

珂c∞CJIe且OB乱HII旧 ûHep乱~II量 BCCCP" [日Iト一1口J ， No. 
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